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1. 背景 

平成 29年 7月に改定された道路橋示方書

（以下，「道示」）では，従来の許容応力度設

計法から，部分係数設計法及び限界状態設

計法へと移行した．ここでは橋梁を構成す

る各部材の限界状態のみならず橋梁の構造

システムとしての限界状態の定義も与えら

れている．これは，構造システムとしての冗

長性（リダンダンシー）を期待するものであ

るが，部材の限界状態と同様に，限界状態の

明確化とその定量評価が行われていない． 

これまで部材の限界状態の設定に向けた

研究が数多く行われている一方で，構造シ

ステムの限界状態に関する研究は，解析的

な検討がいくつかあるものの，実験による

検討は実施の困難さから検討事例がほとん

ど無い． 

 

2. 目的 

本研究では，構造システムとしての限界

状態の把握に資する研究として，実橋で多

く見られる一般的な合成桁 1), 2)を対象とし，

その 1/2 スケールの合成 2 主桁試験体を製

作した上で載荷試験を行う． 

ここでは，限られた予算下で，急速に増加

する高齢化橋梁の維持管理が求められてい

る我が国の現状を鑑みて，橋梁の維持管理

に関する知見を得ることも目的とし，製作

する試験体の RC 床版に事前に疲労損傷を

与える． 

 

3. 実験概要 

図 1に製作した試験体を示す．製作数は，

2 体であり，図 2 に示す 3 点曲げ載荷試験

を行うが，この載荷試験に先立って，RC床

版の定点移動疲労載荷試験 3)を行い，床版

の損傷程度を実験パラメータとする．1体は

比較的交通量が多い既設橋で多く見られる

床版下面の亀甲状のひび割れを再現し，も

う 1 体は定点移動疲労載荷試験のあと，さ

らに押し抜きせん断載荷を実施する．図 3

に，定点移動疲労載荷試験の載荷位置を示

す． 

 

 
図 2 3点曲げ載荷 

 

 



4. 実験結果 

疲労試験を通じて RC床版下面に発生し

たひび割れマップを図 4 に示す．押し抜

きせん断まで行った A-2 では，ハンチ部

にまでひび割れが広がり，A-1よりも損傷

程度が大きい．また，図 5 に 3 点曲げ載

荷試験から得られた荷重－支間中央鉛直

変位（2主桁の平均値）関係を示す．載荷

試験の結果，両試験体とも全塑性モーメ

ントを超え，RC 床版の圧壊で終局に至っ

た．また，構造特性もおおむね同様となる

結果となった． 

 

5. まとめ 

本研究では，道示改定を受け，構造シス

テムとしての限界状態の把握ならびに既

設橋の維持管理に対する知見を得ること

を目的として，事前に定点移動疲労載荷

試験を行うことで損傷を与えた RC床版を

有する合成 2 主桁試験体の 3 点曲げ試験

を行った． 

3 点曲げ試験から，RC 床版の損傷程度

が異なる 2 体の試験体について，全体的

な力学的挙動が同様となる傾向がみられ

た．これは使用性に対しては注意が必要

であるものの，高齢化橋梁の維持管理の

みならず，大規模地震が発生したあとの

緊急車両の走行などに関して有益な知見

が得られたと言える．ただし，床版の損傷

状態と載荷パターンが与える影響の定量

評価は今後の課題である．また，構造シス

テムとしての限界状態を設定するために

は，1 主桁に対する冗長性を評価する必要

があり，既往の研究成果の活用ならびに

解析的検討が必要である． 

 

  

 

図 1 試験体 

 

図 3 載荷位置（定点移動疲労載荷試験） 
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(a) A-1 

(b) A-2 

図 4 ひび割れマップ 
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図 5 荷重－支間中央鉛直変位関係 


